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身麻酔下に輪状筋収縮測定用のstrain gauge fわrce transducerを胃前庭部,十二指腸,近位空腸(ト
ライツ靭帯から10cm),遠位空腸(トライツ靭帯から100cm)の柴膜面にそれぞれ縫着した.胆汁
のみを回腸に流入させる　biliary diversion (BD)群,胆汁･搾液を一緒に回腸に流入させる
bilio-pancreatic diversion (BPD)群,膝液のみを回腸に流入させるpancreatic juice diversion (PJD)
群, sham手術(SO)群,未手術のコントロール(CTL)群を含めて5群を設定した.運動測定項目は
①Migrating motor complax(MMC)の頻度, ②近位空腸から遠位空腸までのMMC伝播速度, ③食
後期収縮持続時間(近位空腸), ④食後期収縮波形下面積(食後120分から180分までの60分間)
とした.また食前および食後15, 30, 60, 90, 120, 150, 180分に採血を行い,遠心分離で血柴

























仙0-pancreatic diversion (BPD)群,陣液のみを回腸に流入させるpancreatic juice diversion (P㌔D)群, sham
手術(SO)秤,未手術のコントロール(CTL)群を含めて5群を設定した･運動測定項目は①Migrating motor
complax(MMC)の頻度, ②近位空腸から遠位空腸までのMMC伝播速度･ ③食後期収縮持続時間(近位空腸) ,
④食後期収縮波形下面積とした･また血糖およびinsulin, gastric inhibitory polypeptide(GIP), peptide
W(pyy)を測定した.運動測定の結果は,空腹期において, BD群, BPD群でMMCの出現頻度,伝播速度
が低下していた.食後期の運動に関しては,食後期収縮持続時間がBD群, BPD群で著明に延長しており,
食後期波形下面積は,測定部位すべてでBD群, BPD群で小さい傾向にあった･血糖値はBD群, BPD群で
低い傾向にあったが,全体としては大きな変化はなかった･ Insulinも血糖と同様の傾向を示した･ GIPは
BD群, PD群, BPD群で低下していた･またPYYはBD群で食後に高い傾向にあった･魔孟:本研究では,
ィヌモデルを用いて,胆汁,陣液の流入部位と消化管運動,消化管ホルモン分泌との関係について検討した･
胆汁および陣液を回腸に流入させると,空腹期のMMC出現と伝播速度が低下し,食後の上部消化管運動が
抑制された.このような消化管運動の変化には,胆汁および障液の回腸粘膜に対する刺激に反応し里肖化管ホ
ルモンの血中濃度が上昇することが関与していると思われた･実際に回腸粘膜から分泌されるPYY濃度がBD
群で特に上昇しており,牌汁によりPYY分泌が刺激されていることが分かった･この結果から,胆汁が回腸
粘膜からのホルモン分泌促進が,上部消化管運動抑制に寄与していること示唆された･上部小腸から分泌され
るGIPの分泌抑制は,胆汁,陣液,単独の回腸-の流入で同程度に認められた･
以上のように､本論文は新規知見に富み､その論旨も論理的･科学的であり､東北大学大学院医学博士の学
位論文として値するものである
よって,本論文は博士(医学)の学位論文として合格と認める･
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